
高齢者の骨折はADL/QOLや生命予後に及ぼす影響が大きく，骨粗鬆症を含めた予防・

治療はかかりつけ医や骨粗鬆症を専門としていない実地医家においても重要な課題となっ

ている．高齢者における骨折の発生には，筋力低下に伴う転倒予防機能の低下に加えて，骨

粗鬆症に伴う骨強度低下が大きなリスク因子として知られている．その一方 ，骨・血管相

関や筋骨連関をはじめとする新たな臓器連関やクロストークの解明 ，治療薬の開発などが

進み，骨粗鬆症の予防・診断・治療において大きな進展，パラダイムシフトが認められてき

ている．こうした中 ，「骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン2015年版」が日本骨粗鬆症学

会・日本骨代謝学会・骨粗鬆症財団より刊行され，薬物評価・推奨の見直しを含めて多く

の新しい概念 ，項目が加えられて現在も用いられている．加えて，その後も新たな骨粗鬆

症治療薬や剤形などを含めた保険適用 ，骨代謝マーカーの充実など，骨粗鬆症の診断や治

療に対する選択肢や可能性がますます広がってきている．最近では，2022年度の診療報酬

改定において二次性骨折予防継続管理料が新設され，大腿骨近位部骨折後の骨粗鬆症の評

価・治療が再骨折予防に重要であるという共有理解のもと，骨粗鬆症性骨折や骨粗鬆症の

診療現場で，かかりつけ医と他医療機関の連携 ，骨粗鬆症リエゾンサービスの推進などが

いっそう重要になってきている．

本書では，骨粗鬆症の薬物治療や非薬物療法を中心とした治療戦略，ならびに骨粗鬆症の

予防・診断・合併症を含めて，第一線でご活躍の先生方にわかりやすく解説いただいた．そ

の中では，「第１章　骨粗鬆症の治療の始めかた～誰に始めるか・いつ始めるか」，「第２

章　骨粗鬆症治療薬の選びかた・使いかた」，「第３章　骨粗鬆症治療薬の切替の判断～患

者さんに合わせた治療」，「第４章　骨粗鬆症と合併症～注意すべきリスクとその管理」，「第

５章　骨粗鬆症に対する薬以外の治療と骨折予防」，と実際的かつ重要なテーマやエビデン

スに基づいて章立てを行った．さらにまた，各章内のそれぞれの項目では，診療ですぐに役

立つような内容や診療現場をイメージしやすい解説に注力し，日頃骨粗鬆症に馴染みの少

ない方にとっても，実践的で体系的な理解を効率よく深めることができるよう努めた．

本書を通じて，骨粗鬆症の予防・診断・治療についていっそう理解が深まり，かかりつけ

医や骨粗鬆症を専門としていない実地医家の先生方においても，日常臨床の中で骨粗鬆症

や骨折リスクに配慮した診療 ，ならびにチーム医療や多職種連携のさらなる推進につなが

れば幸いである．
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